
伝道対策、機構改定を議論

と
で
姿
勢
を
示
す
」
と
述
べ

た
。

　
熊
本
・
大
分
地
震
被
災
教

会
会
堂
等
再
建
支
援
委
員
会

報
告
で
は
、
募
金
が
、
19
年

3
月
で
締
め
切
ら
れ
た
後
に

も
寄
せ
ら
れ
、
6
月
20
日
現

在
、
1
億
5
7
5
6
万
6
6

3
円
と
な
っ
て
い
る
こ
と
、

自
力
再
建
を
す
る
た
め
支
援

申
請
辞
退
の
申
し
出
が
あ
っ

た
教
会
、
資
金
計
画
の
修
正

を
余
儀
な
く
さ
れ
、
新
た
に

申
請
す
る
教
会
な
ど
が
あ

り
、
丁
寧
に
対
応
し
て
い
る

こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。

　
諸
災
害
救
援
対
策
委
員
会

報
告
で
は
、
小
橋
孝
一
委

員
長
が
献
金
へ
の
感
謝
を

述
べ
、
道
家
紀
一
幹
事
が

「
9
月
30
日
現
在
、
献
金
は

3
8
2
3
万
3
7
1
0
円
。

東
中
国
教
区
と
岡
山
キ
リ
ス

ト
災
害
支
援
室
が
主
催
す

る
『
ま
び
く
ら
』
に
8
0
0

万
円
を
送
金
し
た
ほ
か
、
昨

年
の
台
風
24
号
で
被
害
を
受

け
て
い
た
在
日
大
韓
基
督
教

会
大
阪
教
会
に
お
見
舞
い

2
0
0
万
円
を
送
っ
た
」
と

　　常議員会第41総会期
第
５
回

報
告
し
た
。

　
教
師
養
成
制
度
検
討
委
員

会
の
報
告
に
お
い
て
、
菅

原
力
委
員
長
は
、
第
41
回

教
団
総
会
で
教
憲
9
条
変
更

議
案
が
取
り
下
げ
ら
れ
た
こ

と
を
受
け
て
、
二
種
教
職

制
に
つ
い
て
の
議
論
を
終
了

す
る
こ
と
を
報
告
。
こ
れ
ま

で
に
、「
教
憲
9
条
作
業
検

討
委
員
会
」（
2
0
0
4
～

2
0
0
6
年
に
設
置
）
の
小

林
眞
委
員
長
、
藤
掛
順
一
書

記
、
お
よ
び
、
梅
崎
浩
二
変

更
議
案
提
案
者
、
近
藤
勝
彦

元
東
京
神
学
大
学
学
長
か
ら

話
を
聞
い
た
内
容
を
詳
細
に

報
告
し
た
。梅
崎
常
議
員
は
、

「
共
通
す
る
と
こ
ろ
を
基
盤

と
し
て
前
に
進
ん
で
行
く
こ

と
を
希
望
す
る
」と
述
べ
た
。

　
秋
季
教
師
検
定
試
験
合
格

者
承
認
の
件
で
は
、
正
教
師

＝
受
験
志
願
者
42
名
、
合
格

者
32
名
、
不
合
格
者
10
名
、

補
教
師
＝
受
験
志
願
者
13

名
、
合
格
者
7
名
、
不
合
格

者
2
名
、
継
続
者
4
名
と
の

報
告
が
あ
り
、
合
格
者
を
承

認
し
た
。

　
前
回
、
採
決
を
見
送
っ

た
部
落
解
放
セ
ン
タ
ー
決

算
、
予
算
を
承
認
し
た
。
指

摘
さ
れ
て
い
た
教
団
か
ら
セ

ン
タ
ー
へ
の
繰
出
金
と
セ
ン

タ
ー
側
の
繰
入
金
の
間
の
齟

齬
は
、
教
団
財
務
に
お
い
て

「
定
期
代
伝
票
仕
分
け
が
食

い
違
っ
て
い
た
の
が
原
因
」

と
の
説
明
が
あ
り
、
修
正
が

な
さ
れ
た
。（新

報
編
集
部
報
）

　
教
団
伝
道
対
策
検
討
委
員

会
報
告
で
は
、
二
つ
の
小
委

員
会
が
各
々
の
活
動
と
協
議

内
容
を
伝
え
た
。

　
ま
ず
岸
俊
彦
教
団
伝
道
推

進
基
本
方
針
展
開
検
討
小
委

員
長
が
、『
信
徒
の
友
』
に

各
教
区
か
ら
の
「
祈
り
に
覚

え
る
教
会
」
を
掲
載
す
る
企

画
に
つ
い
て
、
第
4
回
常
議

員
会
の
議
決
か
ら
の
変
更

（『
信
徒
の
友
』
各
号
に
掲
載

す
る
教
会
数
等
）
に
関
す
る

説
明
を
加
え
つ
つ
、
取
り
組

み
の
現
状
を
報
告
し
た
。

　
次
に
久
世
そ
ら
ち
教
団
機

構
改
定
検
討
小
委
員
長
が
機

構
改
定
案
と
し
て
、
総
会
議

員
数
案
（
議
員
数
は
教
師

1
0
0
名
、信
徒
1
0
0
名
、

推
薦
議
員
は
16
名
を
超
え
な

い
数
。
各
教
区
選
出
議
員
数

に
つ
い
て
最
初
に
配
分
す
る

議
員
数
は
教
師
2
名
、
信
徒

2
名
）
お
よ
び
、
常
議
員
数

案
（
三
役
と
教
師
6
名
、
信

徒
6
名
と
す
る
）
を
提
示
し

た
。
事
務
局
・
委
員
会
の 

改
変
に
つ
い
て
は
、
重
点
が

経
費
削
減
に
あ
り
、
活
動
の

縮
小
が
肝
要
で
あ
る
と
提
言

し
た
。
こ
れ
に
伴
っ
て
必
要

と
な
る
教
規
条
文
変
更
の
具

体
的
協
議
に
は
至
っ
て
い
な

い
こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。

　
総
会
議
員
数
変
更
案
に
つ

い
て
、
教
会
会
議
と
し
て
ふ

さ
わ
し
い
議
員
数
を
保
つ
必

要
性
が
問
わ
れ
、
久
世
委
員

長
は
提
案
議
員
数
な
ら
ホ
テ

ル
で
は
な
く
、
教
会
を
会
場

と
す
る
総
会
開
催
が
可
能
で

あ
り
、
こ
の
意
義
は
大
き
い

と
答
え
た
。
ま
た
、
機
構
改

定
の
期
日
上
の
予
定
が
問
わ

れ
た
。久
世
委
員
長
は
今
後
、

具
体
案
を
ま
と
め
て
次
回
第

6
回
常
議
員
会
（
2
0
2
0

年
2
月
）
に
提
案
、
次
年
度

の
各
教
区
総
会
に
て
承
認
内

容
を
周
知
、
2
0
2
0
年
10

月
開
催
の
第
42
教
団
総
会
に

議
題
と
し
て
提
出
す
る
予
定

で
あ
る
と
回
答
し
た
。

　
こ
れ
に
対
し
、
教
団
の
将

来
像
が
明
確
に
さ
れ
て
い
な

い
現
段
階
で
、
そ
の
予
定
で

は
急
な
活
動
縮
小
に
よ
り
教

団
の
伝
道
活
動
が
一
貫
性
を

欠
く
と
危
惧
が
呈
さ
れ
た
。

こ
れ
に
、
久
世
委
員
長
は
、

教
団
将
来
像
に
つ
い
て
深
い

議
論
は
必
要
だ
が
、
財
政
危

機
を
目
前
に
し
て
そ
の
時
間

が
な
く
、「
無
理
を
承
知
で

や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
を
や
っ
て
行
く
」覚
悟
で
、

経
費
削
減
効
果
を
数
値
で
確

認
で
き
る
活
動
費
等
か
ら
作

業
を
進
め
た
い
と
答
え
た
。

　
教
団
の
将
来
像
が
明
確
に

さ
れ
て
い
な
い
と
の
懸
念
に

つ
い
て
は
、
伝
道
推
進
（
祈

り
）
と
機
構
改
定
（
財
政
課

題
）が
乖
離
し
て
い
る
の
で
、

二
つ
を
つ
な
ぐ
指
標
と
し
て

受
洗
者
数
等
の
統
計
資
料
を

す
み
や
か
に
共
有
し
て
ほ
し

い
と
の
意
見
も
あ
っ
た
。

　
そ
の
他
、
伝
道
推
進
基
本

方
針
展
開
検
討
小
委
員
会
が

進
め
て
い
る
献
金
運
動
に
よ

り
献
げ
ら
れ
た
献
金
を
小
規

模
教
会
が
活
か
し
き
れ
る
よ

う
、
教
区
の
配
慮
を
求
め
る

声
が
上
が
っ
た
。
ま
た
、
二

小
委
員
会
の
協
議
内
容
を
常

議
員
会
が
メ
ー
ル
等
を
活
用

し
て
す
み
や
か
に
共
有
で
き

る
よ
う
に
し
て
欲
し
い
と
の

要
望
が
あ
っ
た
。
質
疑
と
協

議
を
終
え
て
、
伝
道
対
策
検

討
委
員
会
報
告
は
承
認
さ
れ

た
。

（
原
田
裕
子
報
）

　
按
手
を
巡
る
答
申
、保
留

　
信
仰
職
制
委
員
会
報
告
で

は
、
特
に
、
関
東
教
区
常
置

委
員
会
、
お
よ
び
関
東
教
区

総
会
議
長
東
野
尚
志
名
義
で

提
出
さ
れ
た
諮
問
に
対
す
る

答
申
に
つ
い
て
、
議
論
が
活

発
に
な
さ
れ
た
。

　
冒
頭
、
武
田
真
治
委
員
長

か
ら
、
教
団
新
報
4
9
1
1

号
に
掲
載
さ
れ
た
当
該
答
申

に
つ
い
て
、「
教
団
の
正
教

師
と
し
て
す
で
に
承
認
さ
れ

て
い
る
の
で
」
を
、「
教
団

の
正
教
師
検
定
合
格
者
と
し

て
す
で
に
承
認
さ
れ
て
い
る

の
で
」
に
訂
正
す
る
こ
と
が

報
告
さ
れ
た
。

　
こ
れ
に
対
し
議
場
か
ら
、

1
「
こ
の
答
申
は
、
福
音
主

義
教
会
連
合
の
按
手
を
正
式

な
按
手
と
し
て
関
東
教
区
が

認
め
る
と
い
う
議
決
で
可
能

な
の
か
、
と
い
う
関
東
教
区

の
問
い
に
答
え
て
い
な
い
の

で
は
な
い
か
」、
2
「
個
人

の
按
手
の
問
題
は
、
教
団
総

会
（
総
会
閉
会
中
は
常
議
員

会
）
で
は
な
く
、
教
区
総
会

で
取
り
扱
う
べ
き
事
項
で
あ

り
、
教
区
を
飛
ば
し
て
常
議

員
会
で
議
決
と
い
う
の
は
お

か
し
な
話
で
は
な
い
か
」
と

い
う
質
問
が
出
さ
れ
た
。

　
1
に
つ
い
て
武
田
委
員
長

は
、「
関
東
教
区
は
、
教
会

連
合
の
按
手
の
有
効
性
を
ま

ず
当
委
員
会
に
問
い
、
そ
の

上
で
教
区
と
し
て
判
断
し
よ

う
と
し
て
い
る
、
と
理
解
し

て
い
る
」。

　
2
に
つ
い
て
は
、「
委
員

会
と
し
て
は
、
こ
れ
は
教
師

検
定
に
関
す
る
事
項
で
は
な

く
、
信
仰
告
白
、
教
憲
・
教

規
の
解
釈
に
関
す
る
事
項
で

あ
る
と
捉
え
て
お
り
、
常
議

員
会
で
決
定
し
て
ほ
し
い
と

考
え
た
」と
答
え
た
。
ま
た
、

「
そ
れ
を
踏
ま
え
て
最
終
的

に
関
東
教
区
が
判
断
す
る
も

の
と
考
え
て
い
る
」
と
加
え

た
。

　
関
東
教
区
議
長
か
ら
「
教

会
連
合
の
按
手
の
有
効
性
を

教
区
で
は
判
断
で
き
な
い
の

で
、
教
団
で
判
断
し
て
ほ
し

い
と
考
え
て
い
る
」
と
意
見

が
あ
っ
た
。

　
そ
の
後
、
教
会
連
合
の
按

手
の
有
効
性
に
つ
い
て
の
議

論
が
さ
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
立

場
か
ら
の
意
見
表
明
が
さ
れ

た
が
、
報
告
は
承
認
と
し
、

関
東
教
区
へ
の
答
申
は
保
留

と
し
、信
仰
職
制
委
員
会
で
、

更
に
検
討
す
る
よ
う
求
め
る

こ
と
と
な
っ
た
。

（
小
林
信
人
報
）

　「
聖
書
」

の
語
源
を
辿

る
と
紙
の
原

料
に
行
き
着

く
。
牧
師
た

る
者
、
急
速

に
進
む
紙
離
れ
に
抗
い
、
紙

媒
体
に
こ
だ
わ
り
た
い
。
▼

「
辞
書
」
に
お
い
て
電
子
デ

バ
イ
ス
へ
の
変
化
が
起
こ
り

始
め
て
い
た
頃
、
教
育
現
場

で
は
「
紙
の
辞
書
に
慣
れ
て

か
ら
電
子
辞
書
を
使
う
べ

き
」と
勧
め
ら
れ
て
い
た
が
、

今
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。
▼
聖

書
科
講
師
と
し
て
授
業
を
受

け
持
っ
て
い
る
ミ
ッ
シ
ョ
ン

ス
ク
ー
ル
で
は
、
教
員
だ
け

で
な
く
学
生
に
も
一
人
一

台
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
が
付
与
さ

れ
て
い
る
。
配
布
物
が
メ
ー

ル
で
送
ら
れ
る
だ
け
で
な

く
、
授
業
で
は
電
子
黒
板
に

レ
ジ
ュ
メ
が
映
し
出
さ
れ
、

同
時
に
各
自
の
タ
ブ
レ
ッ
ト

に
送
信
さ
れ
る
。
▼
聖
書
科

く
ら
い
は
チ
ョ
ー
ク
で
板

書
し
、
紙
と
鉛
筆
を
使
っ
て

ノ
ー
ト
を
取
ら
せ
る
ス
タ
イ

ル
を
貫
き
た
い
。
そ
う
意

気
込
ん
で
黒
板
に
向
か
っ
て

い
る
と
、
背
後
か
ら
「
パ

シ
ャ
」、「
パ
シ
ャ
」
と
鳴
り

響
く
電
子
音
に
包
ま
れ
る
。

タ
ブ
レ
ッ
ト
の
カ
メ
ラ
で
板

書
を
写
す
音
だ
。
紙
と
鉛
筆

で
ノ
ー
ト
を
ま
と
め
る
こ
と

を
涵
養
す
る
思
い
は
一
気
に

失
せ
て
し
ま
う
。「
紙
に
立

ち
返
れ
」
と
叫
ぶ
声
は
空
し

く
響
い
た
だ
け
だ
っ
た
。
▼

先
日
、
ス
マ
ホ
に
聖
書
ア
プ

リ
を
イ
ン
ス
ト
ー
ル
し
た
。

聖
書
す
ら
紙
離
れ
を
し
か
ね

な
い
時
代
、
新
報
紙
面
は
紙

で
読
み
続
け
ら
れ
る
こ
と
を

願
っ
て
い
る
。

　
　
台
風
15
号
の
被
害
を
報
告

　
第
5
回
常
議
員
会
が
10
月

7
～
8
日
、
教
団
会
議
室
で

常
議
員
29
名
が
出
席
し
て
開

催
さ
れ
た
。

　
総
幹
事
報
告
に
お
い
て
、

秋
山
徹
総
幹
事
は
、
台
風
15

号
被
害
を
報
告
。
岸
俊
彦
東

京
教
区
議
長
が
お
見
舞
い
に

対
す
る
感
謝
を
述
べ
、
伊
豆

諸
島
の
波
浮
教
会
が
大
き
な

被
害
を
受
け
、
大
島
元
村
教

会
と
合
同
で
礼
拝
し
て
い
る

こ
と
を
報
告
し
た
。
ま
た
、

岸
憲
秀
千
葉
支
区
長
が
支
区

内
の
被
災
状
況
を
報
告
し
、

「
か
に
た
教
会
が
特
に
支
援

を
必
要
と
し
て
い
る
が
、
お

見
舞
い
と
支
区
の
特
別
活
動

費
で
対
応
す
る
」と
述
べ
た
。

　
質
疑
の
中
で
、
天
皇
代
替

わ
り
に
対
す
る
活
動
が
問
わ

れ
、
秋
山
総
幹
事
は
、「
教

団
総
会
決
議
の
趣
旨
に
従

い
、
各
教
会
・
団
体
で
行
動

し
て
ほ
し
い
。
10
月
22
日
は

事
務
局
を
休
み
に
し
な
い
こ

信仰職制
委 員 会

機
構
改
定
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
提
示

伝道対策
機構改定
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常議員会

第41総会期

第5回

沖
縄
宣
教
連
帯
金
を
1
2
0
万
円
に

　
財
務
関
連
は
、
ま
ず
19
年

度
教
団
歳
入
歳
出
第
一
次
補

正
予
算
案
が
上
程
さ
れ
た
。

経
常
会
計
の
事
業
活
動
収
入

は
、
献
金
等
に
よ
り
増
加
の

一
方
、
3
職
員
へ
の
退
職
金

支
払
い
に
よ
る
支
出
増
の
た

め
差
損
が
1
4
8
万
円
生

じ
、
実
行
予
算
比
で
22
万
円

あ
ま
り
拡
大
。
収
益
事
業
会

計
の
事
業
活
動
収
入
計
は
、

各
教
区
セ
ン
タ
ー
の
法
人
税

と
消
費
税
の
代
行
納
入
の
手

数
料
の
徴
収
を
や
め
た
た
め

減
少
。収
支
は
ゼ
ロ
と
な
る
。

採
決
の
結
果
、可
決
さ
れ
た
。

　
次
に
20
年
度
教
団
歳
入
歳

出
予
算
案
が
審
議
さ
れ
た
。

経
常
会
計
の
事
業
活
動
収
入

で
は
、
教
区
負
担
金
の
減
に

よ
り
、
収
入
計
で
、
前
年
度

比
3
4
3
万
1
0
0
0
円
減

の
3
億
1
7
1
万
5
0
0
0

円
。
支
出
に
お
い
て
、
総
会

関
係
費
、
宣
教
関
係
費
、
人

件
費
等
が
前
年
度
比
で
減
額

さ
れ
る
も
の
の
、
事
業
活

動
収
支
に
お
い
て
、
25
万

4
0
0
0
円
の
赤
字
と
な

る
。
投
資
活
動
収
支
の
80
万

円
の
黒
字
に
よ
り
、
経
常
会

計
全
体
の
収
支
で
は
、
予
備

費
に
50
万
円
を
取
っ
た
上

で
、
4
万
6
0
0
0
円
の
黒

字
と
な
る
。

　
予
算
案
を
め
ぐ
っ
て
は
、

沖
縄
教
区
と
の
関
係
回
復
の

た
め
に
沖
縄
宣
教
連
帯
金
を

現
行
40
万
円
か
ら
2
0
1
0

年
以
前
の
1
2
0
万
円
と
す

る
こ
と
に
つ
い
て
議
論
に

な
っ
た
。「
距
離
を
置
い
て

い
る
の
は
金
の
問
題
で
は
な

い
」、「
減
額
に
至
っ
た
経
緯

が
踏
ま
え
ら
れ
て
い
な
い
。

戻
す
と
誤
っ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
発
す
る
こ
と
に
な
る
の
で

は
」
等
の
反
対
意
見
が
多
数

出
た
一
方
、「
財
政
が
逼
迫

す
る
中
で
戻
す
こ
と
で
誠
意

が
伝
わ
る
」
と
の
賛
成
意
見

も
出
た
。
石
橋
秀
雄
議
長
は

「
す
ぐ
に
関
係
回
復
に
至
ら

な
く
て
も
、
教
団
側
の
問
題

意
識
と
し
て
行
い
た
い
」
と

提
案
理
由
を
述
べ
た
。

　
N
C
C
の
分
担
金
が

7
2
0
万
円
と
高
額
な
こ
と

も
議
論
に
な
っ
た
。
分
担
額

は
3
年
に
一
度
更
新
の
た

め
、
次
の
更
新
時
に
減
額
で

き
る
よ
う
N
C
C
と
協
議
し

て
い
く
方
向
性
が
示
さ
れ

た
。
そ
れ
に
対
し
、
今
回
は

採
決
せ
ず
N
C
C
と
交
渉
し

た
上
で
次
回
改
め
て
審
議
す

財務関連

　
9
月
30
日
～
10
月
1
日
、

大
阪
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
セ
ン

タ
ー
会
議
室
に
て
開
催
し

た
。
運
営
委
員
長
・
各
教
区

運
営
委
員
15
名
の
出
席
と
東

京
五
支
区
や
N
C
C
代
表
者

ら
10
名
の
陪
席
が
あ
っ
た
。

　
ま
ず
2
月
19
日
付
で
「
天

皇
代
替
わ
り
に
つ
い
て
」
の

声
明
を
教
団
内
及
び
内
閣
府

に
送
付
し
た
こ
と
が
報
告
さ

れ
た
。
次
に
、
部
落
差
別
問

題
を
担
当
す
る
部
門
が
未
設

置
の
教
区
に
対
し
、
セ
ン

タ
ー
と
し
て
き
め
細
や
か
な

支
援
に
努
め
る
旨
を
確
認
し

た
。
こ
の
具
体
的
な
形
と
し

て
今
年
は
奥
羽
教
区
へ
働
き

か
け
を
行
な
っ
た
。

　
ま
た
、
第
41
総
会
期
第
4

回
常
議
員
会
で
継
続
審
議
と

な
っ
た
18
年
度
決
算
・
19
年

度
予
算
の
修
正
案
を
協
議
し

承
認
し
た
。
人
件
費
の
記
載

に
誤
差
が
生
じ
た
点
は
教
団

事
務
局
の
指
示
に
よ
る
も
の

で
セ
ン
タ
ー
側
に
瑕
疵
は
な

い
。
だ
が
同
時
に
指
摘
さ
れ

た
運
営
資
金
積
立
は
、
明
確

な
目
的
を
定
め
、
説
明
責
任

を
果
た
し
な
が
ら
運
用
す
る

必
要
を
確
認
し
た
。今
後
は
、

同
資
金
が
部
落
解
放
の
た
め

に
献
げ
ら
れ
た
こ
と
を
念
頭

に
置
き
、
こ
れ
ま
で
の
理
解

を
継
承
す
る
形
で
、
①
セ
ン

タ
ー
活
動
に
直
結
す
る
建
物

等
の
修
繕
に
用
い
る
こ
と
、

②
世
界
教
会
と
の
繋
が
り
を

深
め
、
部
落
解
放
の
働
き
に

参
与
す
る
人
材
育
成
に
用
い

る
こ
と
、
を
方
針
と
し
た
。

な
お
施
設
自
体
の
所
有
・
営

造
主
体
は
教
団
。

　
続
い
て
、
10
月
29
～
31
日

に
関
東
教
区
で
開
催
さ
れ
る

第
14
回
部
落
解
放
全
国
会
議

の
準
備
状
況
を
確
認
し
、
2

年
後
に
予
定
さ
れ
る
全
国
会

議
の
候
補
地
を
検
討
し
た
。

　
加
え
て
、
近
年
教
団
内
で

開
催
さ
れ
る
諸
集
会
に
て
、

人
権
に
関
わ
る
こ
と
で
現
状

と
乖
離
し
誤
解
を
生
み
か
ね

な
い
発
言
や
出
版
物
が
相
次

い
で
お
り
、
セ
ン
タ
ー
運
営

委
員
長
名
で
対
応
を
行
な
っ

た
。
当
セ
ン
タ
ー
は
こ
う
し

た
状
況
を
深
く
憂
慮
し
、
部

落
差
別
を
始
め
と
す
る
あ
ら

ゆ
る
差
別
に
向
き
合
っ
て
い

く
所
存
で
あ
る
。

（
後
藤
　
慧
報
）

《
全
国
財
務
委
員
長
会
議
》

　
第
41
総
会
期
第
1
回
全
国

財
務
委
員
長
会
議
が
9
月
26

～
27
日
、
教
団
会
議
室
で
開

催
さ
れ
、
16
教
区
の
財
務
委

員
長
の
出
席
が
あ
っ
た
。

　
一
日
目
は
秋
山
徹
教
団
総

幹
事
、
宇
田
真
予
算
決
算
委

員
長
の
挨
拶
後
、
16
教
区
の

財
務
委
員
長
全
員
か
ら
心
の

こ
も
っ
た
報
告
が
な
さ
れ

た
。
止
ま
ら
な
い
信
徒
数
減

少
に
伴
う
献
金
額
減
少
、
教

勢
は
確
実
に
低
下
し
て
い

る
。
教
区
全
体
の
活
動
費
も

減
り
、
支
障
が
で
て
き
て
い

る
。
そ
れ
で
も
活
動
は
な
る

べ
く
縮
小
し
な
い
よ
う
に
必

死
で
努
力
し
て
い
る
財
務
委

員
長
た
ち
の
姿
が
あ
っ
た
。

　
小
規
模
教
会
と
大
規
模
教

会
、
都
市
部
と
農
村
部
の
格

差
が
激
し
い
。
小
さ
い
教
会

を
助
け
よ
う
と
す
る
と
大
き

い
教
会
の
負
担
が
大
き
く
な

り
す
ぎ
る
。
互
助
資
金
は
だ

ん
だ
ん
増
え
る
傾
向
に
あ

り
、
そ
の
財
源
は
ど
う
す
る

べ
き
か
。
ま
た
独
自
の
大
き

な
問
題
を
抱
え
た
教
区
や
教

区
自
体
の
機
構
改
定
が
喫
緊

の
課
題
と
の
意
見
も
出
さ
れ

た
。
近
年
各
地
で
起
こ
る
大

災
害
、
い
つ
必
要
と
な
る
か

わ
か
ら
な
い
災
害
対
応
資
金

の
準
備
が
ど
の
教
区
に
も
求

め
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
も
財

政
難
の
中
に
あ
っ
て
も
避
け

て
通
れ
な
い
案
件
で
あ
る
。

　
二
日
目
は
年
金
局
と
出
版

局
の
報
告
の
後
、
久
世
そ
ら

ち
教
団
副
議
長
の
「
日
本
基

督
教
団
伝
道
推
進
基
本
方
針

に
お
け
る
機
構
改
定
に
つ
い

て
」
の
発
題
が
あ
っ
た
。
午

後
か
ら
は
そ
れ
ぞ
れ
の
教
区

の
問
題
点
を
分
か
ち
合
っ

た
。
自
分
の
教
区
で
の
方
策

な
ど
活
発
な
意
見
が
出
さ
れ

た
。
若
い
人
は
生
活
そ
の
も

の
が
精
一
杯
で
な
か
な
か
献

金
ま
で
は
難
し
く
、
高
齢
者

の
年
金
に
支
え
ら
れ
て
い
る

教
会
が
多
い
の
が
現
状
で
あ

る
。
そ
の
よ
う
な
中
、
教
区

負
担
金
を
ど
の
よ
う
に
決
め

て
い
け
ば
よ
い
の
か
な
ど
重

い
問
題
が
山
積
し
て
い
る
。

残
念
な
こ
と
に
こ
の
厳
し
い

財
政
状
況
は
、
ほ
と
ん
ど
教

会
員
一
人
一
人
に
ま
で
伝

わ
っ
て
い
な
い
。
し
か
し
信

徒
は
知
る
必
要
が
あ
り
、
共

に
乗
り
越
え
な
く
て
は
な
ら

な
い
重
要
事
項
で
あ
る
。

（
丸
山
玲
子
報
）

《
予
算
決
算
委
員
会
》

　
第
3
回
予
算
決
算
委
員
会

は
9
月
26
～
27
日
、
全
国
財

務
委
員
長
会
議
前
後
に
教
団

会
議
室
で
行
わ
れ
た
。
秋
山

徹
総
幹
事
並
び
に
道
家
紀
一

総
務
幹
事
、
大
三
島
義
孝
財

務
幹
事
よ
り
報
告
を
受
け
た

後
、
19
年
度
補
正
予
算
案
に

関
す
る
件
を
取
り
扱
っ
た
。

　
19
年
度
第
一
次
補
正
予
算

全
体
で
は
、
事
業
活
動
収
入

　
9
月
27
日
、
第
2
回
世
界

宣
教
委
員
会
並
び
に
国
際
関

係
委
員
会
を
教
団
事
務
局
で

開
い
た
。

　
ま
ず
確
認
さ
れ
た
の
は
、

ア
ジ
ア
、北
米
、南
米
、ヨ
ー

ロ
ッ
パ
へ
派
遣
さ
れ
て
い
る

宣
教
師
の
状
況
で
あ
る
。
提

出
し
て
も
ら
っ
た
報
告
書
な

ど
を
参
考
に
、
一
人
一
人
の

様
子
を
委
員
間
で
共
有
す
る

よ
う
に
努
め
て
い
る
。

　
宣
教
師
は
そ
れ
ぞ
れ
全
く

異
な
っ
た
文
化
や
言
語
、
政

治
的
背
景
、
そ
し
て
経
済
状

況
の
中
で
、
教
会
や
学
校
等

青
年
派
遣
プ
ロ
グ
ラ
ム
好
評

▼
世
界
宣
教
委
員
会
・
国
際
関
係
委
員
会
▲

が
3
億
9
7
4
万
6
0
0
0

円
、
事
業
活
動
支
出
は
3
億

1
1
2
2
万
6
0
0
0
円

で
、
全
体
で
は
1
4
8
万
円

の
差
損
。
こ
れ
に
投
資
活

動
収
支
差
額
の
1
6
3
万

7
0
0
0
円
の
差
益
を
加
え

る
と
、
第
一
次
補
正
予
算
編

成
時
で
、
全
体
の
収
支
差
額

は
15
万
7
0
0
0
円
。
こ
れ

に
前
期
繰
越
収
支
差
額
の

2
8
5
7
万
7
1
2
8
円

を
加
え
る
と
、
次
期
へ
の

繰
越
収
支
差
額
の
予
想
は
、

2
8
7
3
万
4
1
2
8
円
と

な
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。

協
議
の
結
果
、
19
年
度
第
一

次
補
正
予
算
案
を
承
認
し

た
。

　
次
に
20
年
度
予
算
案
に
関

す
る
件
を
扱
っ
た
。
同
予
算

案
は
負
担
金
収
入
の
減
額
に

伴
い
、
財
政
規
模
の
縮
小
は

避
け
ら
れ
な
い
が
、
教
団
の

通
常
教
務
執
行
に
支
障
が
な

い
よ
う
配
慮
が
加
え
ら
れ
た

も
の
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た

可
能
な
限
り
減
額
予
算
と
し

た
が
、
予
備
費
の
支
出
が
50

万
円
の
た
め
、
特
別
な
支
出

が
あ
れ
ば
、
差
損
に
陥
る
財

務
体
質
に
変
わ
り
は
な
い
。

ま
た
事
務
局
よ
り
提
示
さ
れ

た
20
年
度
負
担
金
算
定
案
に

つ
き
協
議
を
行
い
、
予
算
原

案
並
び
に
20
年
度
負
担
金
算

定
案
を
、
全
国
財
務
委
員
長

会
議
に
提
示
す
る
こ
と
と
し

た
。

　
全
国
財
務
委
員
長
会
議
終

了
後
の
二
日
目
の
委
員
会
で

は
、
20
年
度
予
算
原
案
と
各

教
区
へ
の
負
担
金
配
賦
額
を

決
定
し
た
。
ま
た
今
総
会
期

第
1
回
全
国
財
務
委
員
長
会

議
に
関
し
て
の
協
議
を
行
っ

た
。
各
教
区
と
も
厳
し
い
財

政
状
況
の
中
で
、
ど
う
す
れ

ば
教
区
運
営
が
成
り
立
つ
か

と
い
う
課
題
に
つ
き
、
中
身

の
濃
い
議
論
等
が
交
わ
さ
れ

た
。
ま
た
久
世
そ
ら
ち
副
議

長
に
よ
る
発
題
を
受
け
、
機

構
改
定
後
の
教
団
予
算
案
策

定
に
つ
い
て
、
予
算
決
算
委

員
会
と
し
て
未
知
数
で
あ
る

こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
た
め
、

機
構
改
定
が
第
42
回
教
団
総

会
で
可
決
さ
れ
る
こ
と
を
見

越
し
た
新
予
算
の
編
成
が
必

要
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し

た
。

　
そ
の
他
東
日
本
大
震
災
の

罹
災
に
伴
う
東
北
教
区
鹿
島

栄
光
教
会
に
関
す
る
「
被
災

教
会
会
堂
・
牧
師
館
再
建
に

係
る
借
入
金
」
残
額
返
済
免

除
に
関
し
て
、
委
員
会
と
し

て
は
返
済
に
苦
慮
し
て
い
る

教
会
も
あ
り
、
ま
た
公
平
性

の
観
点
か
ら
残
金
返
済
免
除

で
は
な
く
返
済
計
画
見
直
し

と
返
済
猶
予
の
提
案
を
再
確

認
し
た
。

（
中
村
公
一
報
）

で
求
め
ら
れ
て
い
る
ニ
ー
ズ

に
応
え
る
べ
く
奮
闘
し
て
お

り
、
委
員
会
と
し
て
も
可
能

な
限
り
支
援
し
た
い
と
考
え

て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
医

療
費
や
語
学
研
修
費
の
補

助
、
必
要
に
応
じ
て
緊
急
事

態
へ
の
支
出
も
行
っ
て
い

る
。

　
ま
た
当
委
員
会
か
ら
の
出

張
と
し
て
、
台
湾
基
督
長
老

教
会
総
会
や
英
国
メ
ソ
ジ
ス

ト
教
会
年
会
等
へ
の
参
加
、

青
年
派
遣
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
引

率
の
報
告
を
各
担
当
者
か
ら

受
け
た
。

　
特
に
6
～
9
月
に
か
け

て
、台
湾
、ド
イ
ツ
、カ
ナ
ダ
、

フ
ラ
ン
ス
へ
の
4
つ
の
青
年

派
遣
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
概
ね

好
評
だ
っ
た
と
の
こ
と
。
今

後
も
ま
す
ま
す
、
海
外
と
の

直
接
的
な
接
点
を
持
つ
青
年

が
増
し
加
え
ら
れ
る
こ
と
が

期
待
さ
れ
る
。

　
当
委
員
会
に
お
け
る
最
も

重
要
な
役
割
の
一
つ
は
宣
教

師
の
派
遣
と
帰
国
の
支
援
で

あ
る
が
、
今
回
も
就
労
ビ
ザ

の
終
了
に
よ
り
帰
国
す
る
教

　
積
立
の
運
用
方
針
を
協
議

▼
部
落
解
放
セ
ン
タ
ー
運
営
委
員
会
▲

♦︎
全
国
財
務
委
員
長
会
議
・
予
算
決
算
委
員
会
♦︎

教
区
財
政
縮
小
の
中
で
課
題
を
共
有

師
、
ま
た
そ
の
後
任
と
し
て

派
遣
さ
れ
る
こ
と
を
決
断
し

た
教
師
が
い
た
。
国
内
で
の

異
動
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、

海
外
派
遣
な
ら
で
は
の
苦
労

も
あ
る
か
と
思
う
。
各
宣
教

師
を
支
え
る
支
援
会
共
々
、

負
担
を
少
し
で
も
カ
バ
ー
で

き
る
よ
う
に
し
た
い
。

　
今
年
も
10
月
6
日
に
世

界
宣
教
の
日
献
金
を
お
願

い
し
た
。「
海
外
で
働
く
教

団
宣
教
師
を
覚
え
る
た
め

に
」、「
海
外
プ
ロ
グ
ラ
ム
参

加
青
年
の
た
め
に
」、「
キ
リ

ス
ト
者
留
学
生
奨
学
金
の
た

め
に
」
の
三
本
柱
と
し
て
い

る
。
尊
い
献
金
に
感
謝
し
て

い
る
。

（
近
藤
　
誠
報
）

る
旨
の
動
議
が
出
た
。
採
決

の
結
果
、
修
正
案
は
少
数
否

決
。
原
案
は
賛
否
同
数
の
た

め
議
長
裁
決
で
可
決
し
た
。

　
20
年
度
伝
道
資
金
の
運
用

は
、
教
区
負
担
金
合
計
値

5
4
5
0
万
9
0
0
0
円
、

交
付
額
合
計
5
3
6
4
万

3
8
6
6
万
円
で
可
決
。

　
東
日
本
大
震
災
被
災
教
会

会
堂
・
牧
師
館
再
建
に
係
る

借
入
金
に
関
す
る
件
で
は
、

鹿
島
栄
光
教
会
の
借
入
金
残

額
の
半
額
に
あ
た
る
3
9
7

万
7
6
4
1
円
の
返
済
を
当

該
教
会
の
事
情
に
鑑
み
て
免

除
す
る
こ
と
、
免
除
額
の
原

資
は
救
援
対
策
事
業
会
計
と

す
る
こ
と
が
提
案
さ
れ
た
。

残
り
は
東
北
教
区
が
負
担
す

る
。
こ
れ
に
同
じ
く
被
災
教

区
で
あ
る
奥
羽
教
区
か
ら
、

公
平
性
の
観
点
か
ら
懸
念
が

示
さ
れ
た
ほ
か
、
期
限
延
長

等
の
条
件
変
更
で
対
処
す
る

べ
き
と
の
意
見
も
出
た
が
、

賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ
た
。

（
米
山
恭
平
報
）

報告する
宇田真予算決算委員長
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ク
ロ
ネ
シ
ア
連
邦
）生
ま
れ
。

63
年
ド
ル
ー
神
学
校
卒
業
。

同
年
よ
り
糸
満
教
会
を
牧
会

し
、
沖
縄
教
区
、
沖
縄
キ
リ

ス
ト
教
短
期
大
学
、
沖
縄
キ

リ
ス
ト
教
学
院
に
務
め
る
。

遺
族
は
妻
・
ジ
ェ
ー
ン
満
子

さ
ん
。

有
馬
昭
平
氏
（
隠
退
教
師
）

　
19
年
9
月
20
日
逝
去
、
90

歳
。
神
奈
川
県
生
ま
れ
。
51

年
、
日
本
基
督
教
神
学
専
門

学
校
卒
業
。
同
年
よ
り
九
州

教
区
事
務
所
に
務
め
、有
田
、

富
高
、
豊
橋
東
田
教
会
を
牧

会
し
、
社
会
福
祉
法
人
幼
年

保
護
会
、
基
督
教
友
愛
社
会

館
、
興
望
館
、
岡
山
博
愛
会

に
務
め
、
武
蔵
野
、
武
蔵
野

横
須
賀
、
高
井
戸
教
会
を
経

て
00
年
隠
退
。
遺
族
は
妻
・

有
馬
正
枝
さ
ん
。

芳
賀
康
祐
氏
（
隠
退
教
師
）

　
19
年
9
月
20
日
逝
去
、
88

歳
。
兵
庫
県
生
ま
れ
。
56
年

同
志
社
大
学
大
学
院
卒
業
。

同
年
よ
り
甲
南
、延
岡
東
海
、

延
岡
城
山
、
甲
南
、
旭
川
六

条
、
新
得
教
会
を
牧
会
し
、

10
年
隠
退
。
遺
族
は
妻
・
芳

賀
嫩
子
さ
ん
。

　
教
師
異
動

上
総
大
原
辞（
主
）三
坂
幸
英

桑
名
　
　
就（
代
）蜂
屋
博
寿

国
際
愛
　
辞（
主
）許
　
昌
範

東
京
信
愛
就（
担
）許
　
昌
範

佐
藤
政
男
氏
（
隠
退
教
師
）

　
19
年
9
月
19
日
逝
去
、
83

歳
。
福
島
県
生
ま
れ
。
63
年

東
京
神
学
大
学
大
学
院
卒

業
。
同
年
よ
り
自
由
ヶ
丘
、

会
津
高
田
、
両
津
教
会
を
牧

会
し
、
東
北
学
院
榴
ヶ
岡
高

校
に
務
め
、
岩
沼
教
会
を
経

て
07
年
隠
退
。
遺
族
は
息
・

佐
藤
史
さ
ん
。

大
城
　
実
氏（
無
任
所
教
師
）

　
19
年
9
月
20
日
逝
去
、
84

歳
。
ト
ラ
ッ
ク
諸
島
（
現
ミ

　
教
育
委
員
会
は
、
宣
教
委
員
会
の

も
と
に
置
か
れ
て
い
る
常
設
専
門
委

員
会
で
す
。

　
第
一
回
の
教
育

委
員
会
で
は
委
員

会
に
求
め
ら
れ
て

い
る
働
き
を
確
認

し
ま
し
た
。

①
教
会
お
よ
び
幼

　
稚
園
に
お
け
る

　
キ
リ
ス
ト
教
教

　
育
の
調
査
・
企

　
画

②
キ
リ
ス
ト
教
教
育
主
事
の
育
成
・

指
導
に
必
要
な
事
項

③
青
年
の
指
導
に
関
す
る
事
項

④
学
校
と
の
協
力
お
よ
び
連
絡

⑤
関
係
委
員
の
推
薦

⑥
そ
の
他
キ
リ
ス
ト
教
教
育
の
発
達

に
必
要
な
事
項

　
前
総
会
期
委
員
会
か
ら
の
申
し
送

り
事
項
に
青
年
伝
道
担
当
部
署
の

設
置
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
青
年

伝
道
に
携
わ
っ
て
い
る
者
た
ち
の
念

願
で
す
。
9
月
に
開
催
さ
れ
た
教
区

青
年
担
当
者
会
で
は
秋
山
徹
総
幹

事
が
「
教
団
青
年
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
」
の
経
過
報
告
を
し
、
今
後
の
青

年
伝
道
を
共
に
考
え
て
い
き
た
い
と

述
べ
、
活
発
な
意
見
交
換
が
な
さ
れ

ま
し
た
。

　
ま
た
、
次
総
会
期
中
に
教
会
中
高

生
・
青
年
大
会
を
開
催
す
る
件
（
教

育
委
員
会
、
伝
道
委
員
会
、
伝
道
推

進
室
の
共
同
提
案
）
が
宣
教
委
員
会

で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　『
教
師
の
友
』
の
教
会
教
育
プ
ロ

グ
ラ
ム
作
成
も
行
な
っ
て
い
ま
す
。

来
年
2
月
の
教
区
教
育
担
当
者
会
で

『
教
師
の
友
』
編
集
委
員
長
の
大
澤

秀
夫
先
生
を
招
き
、
改
め
て
キ
リ
ス

ト
教
教
育
と
は
何
か
を
考
え
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
の
働
き
を
受
け
取
り
、

新
し
い
革
袋
を
模
索
し
使
命
を
果
た

し
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

（
教
育
委
員
長
）

教育委員会

新しい革袋を模索 

増田　将平

　
宣
教
師
を
巡
る
課
題
を
議
論

▼
宣
教
師
人
事
・
支
援
委
員
会
▲

　
第
1
回
宣
教
師
人
事
・
支

援
委
員
会
が
10
月
3
日
、
教

団
小
会
議
室
で
開
催
さ
れ

た
。
出
席
者
は
清
弘
剛
生
委

員
長
（
頌
栄
教
会
）、
デ
イ

ヴ
ィ
ッ
ド
・
リ
ー
デ
ィ
ー
書

記（
宣
教
協
力
学
校
協
議
会
・

青
山
学
院
大
学
理
工
学
部
教

授
）、小
海
光
（
ウ
ェ
ス
レ
ー

財
団
）、
李
相
勁
（
福
知
山

教
会
）、
岩
田
昌
路
（
狛
江

教
会
）、
事
務
局
よ
り
加
藤

誠
幹
事
、
高
田
輝
樹
職
員
、

廣
中
佳
実
職
員
。

　
開
会
祈
祷
、
委
員
長
・
書

記
選
出
後
、
前
回
議
事
録
の

承
認
、
報
告
事
項
か
ら
入
っ

た
。
宣
教
協
力
学
校
協
議
会

の
働
き
、
及
び
夏
の
台
湾
ス

タ
デ
ィ
ー
ツ
ア
ー
の
成
果
、

学
校
訪
問
、
出
張
、
来
日
訪

問
者
の
件
が
報
告
さ
れ
た
。

　
協
議
事
項
で
は
、
宣
教
師

の
ビ
ザ
の
申
請
、
任
期
延
長

　
第
3
回
委
員
会
が
9
月
30

日
～
10
月
1
日
に
函
館
千
歳

教
会
に
て
行
わ
れ
た
。
開
会

礼
拝
で
は
、
柴
田
も
ゆ
る
委

員
（
会
場
教
会
牧
師
）
が
奨

励
を
行
い
、
そ
の
中
、
北
海

教
区
の
現
状
に
つ
い
て
も
触

れ
た
。
殊
に
、
同
委
員
を
代

務
者
と
す
る
渡
島
福
島
教
会

が
、
決
し
て
多
く
は
な
い
信

徒
で
は
あ
る
も
の
の
、
福
音

の
と
も
し
び
を
掲
げ
続
け
る

た
め
に
祈
り
を
合
わ
せ
る
様

子
を
語
り
、
委
員
一
同
印
象

深
く
聴
い
た
。

　
20
年
3
月
開
催
予
定
の
農

村
伝
道
に
関
す
る
協
議
会
に

つ
い
て
、
西
中
国
教
区
の
協

力
を
得
ら
れ
る
こ
と
が
報
告

さ
れ
た
。
三
次
教
会
を
会
場

に
、
同
教
区
の
「
農
」
を
語

る
会
に
合
流
す
る
（
合
同
開

催
）。
全
国
か
ら
の
参
加
者

の
交
通
事
情
を
鑑
み
、
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
変
更
等
さ
ら
な
る

協
力
を
同
教
区
に
要
請
す
る

こ
と
、
教
団
か
ら
も
発
題
者

を
推
薦
す
る
こ
と
を
承
認
し

た
。
20
年
6
月
開
催
予
定
の

教
区
伝
道
委
員
長
会
議
に
つ

及
び
満
了
に
関
し
て
承
認
が

な
さ
れ
た
。
ま
た
、
そ
の
他

で
は
、
過
去
10
年
間
は
、
宣

教
師
派
遣
を
希
望
す
る
学
校

数
が
、
紹
介
で
き
る
宣
教
師

数
を
上
回
り
候
補
者
探
し
に

資
金
援
助
実
施
要
綱
改
正
の
必
要
性
を
共
有

▼
伝
道
委
員
会
▲

苦
慮
し
て
い
た
が
、
現
在
は

そ
の
需
要
と
供
給
の
バ
ラ
ン

ス
が
逆
転
し
て
い
る
こ
と
に

つ
い
て
話
し
合
わ
れ
た
。
日

本
で
宣
教
師
と
し
て
奉
仕
を

し
た
い
有
能
な
候
補
が
多
く

い
る
こ
と
は
喜
ば
し
い
こ
と

で
は
あ
る
が
、
宣
教
師
の
役

割
を
理
解
し
、
必
要
と
し
て

い
る
受
け
入
れ
先
を
増
や
し

て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い

こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

　
リ
ー
デ
ィ
ー
委
員
に
よ
る

閉
会
祈
祷
を
も
っ
て
閉
会
し

た
。（

D
・
リ
ー
デ
ィ
ー
報
）

小
田
原
　
辞（
主
）中
田
正
道

　
〃
　
　
辞（
担
）長
井
美
歌

　
〃
　
　
就（
代
）高
岡
　
清

町
田
ベ
テ
ル

辞（
主
）佐
々
木
良
三

　
〃
　
辞（
担
）永
瀬
よ
し
子

　
〃
　
就（
主
）永
瀬
よ
し
子

北
白
川
　
就（
代
）大
島
純
男

石
橋
　
　
就（
代
）金
　
鍾
圭

ピ
ラ
ポ
自
由
メ
ソ
ジ
ス
ト

辞（
外
）知
花
ス
ガ
子

　
教
師
隠
退

廣
澤
幹
夫
、
三
坂
幸
英
、

佐
々
木
良
三
、
小
島
　
勇

　
隠
退
よ
り
復
帰

大
島
純
男

　
教
師
休
職

辻
　
秀
治
、
佐
伯
　
勲
、

仲
程
愛
美

　
教
会
合
併

左から、加藤幹事、リーディー書記、
小海委員、清弘委員長、
岩田、李各委員

お
詫
び
・
訂
正
　
教
団
新
報

4
9
1
2
・
13
号
1
面
、
右

上
肩
囲
み
内
、
左
1
行
目
、

定
価
・
本
体
「
1
3
3
円
」

を
「
1
3
7
円
」
に
、
お
詫

び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

い
て
は
、
会
議
の
持
ち
方
と

し
て
分
団
協
議
に
時
間
を
割

き
、
教
区
間
の
情
報
共
有
を

密
に
す
る
こ
と
を
確
認
し
、

主
題
に
つ
い
て
は
継
続
審
議

す
る
。

　
資
金
援
助
（
一
般
貸
出
：

会
堂
・
牧
師
館
の
新
築
・
増

改
築
、
土
地
・
建
物
の
購
入

の
た
め
に
上
限
1
0
0
0
万

円
）
の
運
用
に
つ
い
て
、
実

施
要
綱
改
正
の
必
要
性
を
共

有
し
た
。現
在
の
返
済
は「
毎

月
ま
た
は
半
期
毎
」
か
ら
の

選
択
に
な
っ
て
い
る
が
、
毎

月
の
場
合
、
送
金
手
数
料
の

割
合
が
大
き
く
な
る
こ
と
、

ま
た
、
実
務
者
の
業
務
が
煩

瑣
に
な
る
こ
と
を
考
慮
し

て
、「
半
年
毎
ま
た
は
一
年

毎
」
の
返
済
を
求
め
る
よ
う

に
す
る
こ
と
な
ど
、
運
用
面

で
の
改
善
に
余
地
が
あ
る
。

こ
れ
に
つ
い
て
も
審
議
を
継

続
す
る
。

　
伝
道
委
員
会
よ
り
諸
教

会
・
伝
道
所
に
要
請
す
る「
こ

こ
ろ
の
友
」
応
援
伝
道
に
つ

い
て
、
消
費
増
税
に
伴
う
値

上
げ
が
余
儀
な
く
さ
れ
る
。

今
後
、
毎
月
1
0
0
部
の
応

援
に
つ
き
年
間
4
万
円
の
協

力
を
仰
ぐ
こ
と
と
な
る
（
旧

　
教
団
新
報
今
号
よ
り
、
編

集
主
筆
は
嶋
田
恵
悟
と
な
り

ま
す
。

　　　　台風19号豪雨　　　　
緊急救援募金のお願い

　10月12 ～ 13日にかけて東日本広
域にわたって襲った台風19号によ
る記録的豪雨により、多くの犠牲者、
被災者が出ています。特に、奥羽、
東北、関東、東京、西東京、神奈川、
東海各教区の教会、地域に被害が報
告されています。ただちに募金を開
始いたします。祈りをもってご協力
をいただきますよう、お願い申し上
げます。
　2019年10月15日
◎送金先　加入者名=日本基督教団

社会委員会、郵便振替＝00150-2-
593699（通信欄に「台風19号豪雨
緊急救援募金」とお書きください）

日本基督教団社会委員会

　各教区の被災状況の詳細はホーム
ページをご覧下さい。

台風19号救援対策委員会

お
し
ら
せ

　
こ
の
度
、
教
師
検
定
試

験
問
題
集
③
（
2
0
0
9

年
秋
～
2
0
1
9
年
秋
）

を
発
行
し
ま
し
た
。
補
教

師
・
正
教
師
の
学
科
試
験

の
全
問
題
、
説
教
・
釈
義

テ
キ
ス
ト
一
覧
、
組
織
神

学
論
文
課
題
一
覧
を
所
収

（
6
0
0
円
）。

　
お
申
込
み
は
教
師
検
定

委
員
会
（
℡
0
3

－

3
2

0
2

－

0
5
4
6
）ま
で
。

3
万
8
5
0
0
円
）。
こ
の

制
度
は
全
国
の
教
会
・
伝
道

所
に
お
い
て
有
効
に
活
用
さ

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
協
力

教
会
・
伝
道
所
に
は
部
数
を

維
持
し
て
も
ら
い
た
い
。

（
村
上
恵
理
也
報
）

三
軒
茶
屋
・
駒
澤
→
三
軒
茶

屋　
教
会
解
散

豊
浦

　
伝
道
所
廃
止

国
際
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 日本伝道の推進を祈る日 

頌主。
　9月末に各教会・伝道所へポスターと
ちらしにてご案内した「日本基督教団伝
道推進基本方針」の具体的な展開（毎月
第3主日に伝道困難な教会・伝道所をお
ぼえて祈る）が全教団的に始まります。
　詳細な取り組みについては『信徒の
友11月号』28 ～ 29頁の石橋秀雄教団総
会議長の記事をお読みください。新報
4913号および教団公式HPでも掲載して
います。
　『信徒の友12月号』掲載の2教区（北
海教区・奥羽教区）から始まって、教区
の伝道の取り組みや、困難な状況の中、
伝道に励んでいる教会・伝道所が順次紹
介されます。
　是非、お読みの上、お祈りください。

日本基督教団総幹事　秋山　徹
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合
田
さ
ん
の
仕
事
は
「
宇
宙
」。

現
在
、
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
「
は
や
ぶ
さ

2
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
等
の
地
上
シ

ス
テ
ム
整
備
に
従
事
し
て
い
る
。

子
ど
も
時
代
を
過
ご
し
た
米
テ
キ

サ
ス
州
ヒ
ュ
ー
ス
ト
ン
に
は
Ｎ
Ａ

Ｓ
Ａ
管
制
セ
ン
タ
ー
が
あ
り
、
映

画
の
よ
う
な
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
や
ロ

ケ
ッ
ト
、月
の
石
、ス
ペ
ー
ス
シ
ャ

ト
ル
の
掲
示
物
に
触
れ
、
宇
宙
に

憧
れ
た
。
も
ち
ろ
ん
、
ス
タ
ー
・

ウ
ォ
ー
ズ
の
大
フ
ァ
ン
。

　
宇
宙
関
係
の
仕
事
に
就
き
た
い

と
い
う
願
い
が
聞
か
れ
た
と
き

は
、「
キ
リ
ス
ト
者
と
し
て
こ
の

仕
事
を
し
な
さ
い
」
と
言
わ
れ
た

よ
う
に
感
じ
た
。
最
初
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
は
、
宇
宙
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
に
載
せ
る
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
開
発

で
10
年
以
上
要
し
た
。
次
は
そ
れ

を
動
か
す
地
上
シ
ス
テ
ム
の
設
備

で
さ
ら
に
10
年
。
気
の
遠
く
な
る

よ
う
な
時
間
も
、
夢
が
あ
っ
て
楽

し
い
と
合
田
さ
ん
は
語
る
。

　
キ
リ
ス
ト
者
の
両
親
と
共
に
広

島
教
会
で
合
田
さ
ん
の
教
会
生
活

は
始
ま
っ
た
。幼
児
洗
礼
を
受
け
、

毎
週
礼
拝
に
通
っ
た
。
そ
の
後
、

父
親
の
転
勤
で
玉
川
平
安
教
会
、

さ
ら
に
ヒ
ュ
ー
ス
ト
ン
の
長
老
教

会
へ
と
移
る
。
こ
こ
で
は
小
学
6

年
生
で
堅
信
礼
教
育
が
あ
り
、
同

級
生
が
皆
堅
信
礼
を
受
け
た
。
合

田
さ
ん
も
帰
国
し
て
中
学
2
年
生

で
信
仰
告
白
を
し
た
。「
ち
ゃ
ん

と
準
備
し
な
さ
い
」
と
親
に
言
わ

れ
て
立
ち
止
ま
る
も
、
マ
ク
ラ
ウ

ド
宣
教
師
の
言
葉
に
背
中
を
押
さ

れ
た
。「
神
が
決
め
る
こ
と
。
君

は
信
じ
て
任
せ
れ
ば
い
い
」。

　
主
日
だ
け
で
な
く
平
日
に
も
友

人
た
ち
と
夕
べ
の
聖
書
研
究
会
に

通
っ
た
と
言
う
の
で
、
驚
い
て
聞

き
返
す
と
、「
教
会
に
好
き
な
子

が
い
た
か
ら
」
と
合
田
さ
ん
は
笑

う
。
受
験
中
で
も
教
会
に
休
み
に

来
た
し
、
離
れ
た
こ
と
は
一
度
も

な
い
。

　
現
在
は
向
河
原
教
会
の
役
員
を

務
め
る
。
教
会
も
地
域
も
台
風
で

被
災
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
も
忙

し
い
。
そ
ん
な
合
田
さ
ん
の
原
動

力
は
何
か
尋
ね
る
と
、
す
ぐ
に
答

え
が
返
っ
て
き
た
。「
伝
道
し
た

い
」。
ど
こ
に
赴
く
と
き
に
も
、

こ
の
思
い
を
持
ち
歩
い
て
い
る
。

合田　知善さん

　
越
谷
教
会
の
住
所
は
御
殿
町
だ
。

徳
川
家
康
の
別
荘
が
あ
っ
た
地
で
あ

り
町
名
が
御
殿
町
。
越
谷
で
一
番
地

盤
の
強
い
地
だ
。

　
中
越
地
震
の
時
、
十
日
町
教
会
が

避
難
所
と
な
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
と
な
っ
て
、
教
会
堂
が
用
い
ら

れ
て
い
る
の
を
見
て
、
災
害
時
に
は

教
会
を
避
難
所
に
出
来
る
か
、
耐
震

診
断
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
強
い
建

物
で
あ
る
こ
と
が
証
明
さ
れ
た
。

　
今
年
の
始
め
に
町
内
会
か
ら
「
避

難
所
に
し
て
欲
し
い
」
と
の
依
頼
が

あ
り
、喜
ん
で
承
諾
し
た
。
そ
し
て
、

10
月
の
役
員
会
で
は
、
一
人
暮
ら
し

の
信
徒
が
召
さ
れ
、
資
産
を
教
会
に

寄
付
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
、

こ
れ
を
基
金
と
し
て
ソ
ー
ラ
ー
シ
ス

テ
ム
を
設
置
し
て
避
難
所
と
し
て
の

整
備
を
す
る
こ
と
に
し
た
。

　
そ
し
て
台
風
19
号
が
猛
威
を
振

る
っ
た
。
御
殿
町
は
大
き
な
橋
二

つ
、
小
さ
な
橋
三
つ
。
橋
を
渡
ら
な

け
れ
ば
御
殿
町
に
は
入
れ
な
い
。
私

の
家
の
前
は
中
規
模
の
川
で
、
台
風

接
近
に
と
も
な
い
30
時
間
、
市
か
ら

委
託
さ
れ
た
業
者
が
監
視
を
し
つ
づ

け
た
。
水
位
が
上
が
り
、
避
難
す
べ

き
か
ど
う
か
、
迷
っ
た
が
、
2
階
に

寝
れ
ば
大
丈
夫
と
思
っ
て
避
難
し
な

か
っ
た
。
町
内
会
の
要
請
で
、
教
会

に
4
組
の
ご
夫
妻
が
避
難
し
て
こ
ら

れ
た
。次
の
朝
、台
風
が
去
っ
て
、「
安

心
し
て
眠
れ
ま
し
た
」
と
感
謝
し
て

帰
ら
れ
た
。「
震
度
5
を
超
え
て
交

通
が
と
ま
っ
た
ら
園
児
を
無
理
し
て

迎
え
に
来
な
い
で
く
だ
さ
い
」
と
保

護
者
に
伝
え
て
あ
る
。
園
舎
で
も
あ

る
教
会
建
物
に
は
毛
布
、
食
料
、
水

な
ど
三
日
分
が
備
え
ら
れ
て
い
る
。

（
教
団
総
会
議
長
　
石
橋
秀
雄
）

御
殿
町
の
避
難
所

宇宙、地域、教会－夢を
もって歩み続ける

向河原教会員。ＮＥＣ宇宙シス
テム事業部。

　清教学園の始まりは、ユニークで
ある。太平洋戦争後、人心の混乱の
中、河内長野教会の日曜学校に集う
生徒たちが「聖書に基づいた学びの
できる、自分たちの学校が欲しい」
と熱心に祈ったのが、その始まりで
あった。生徒たち自身の自発的な祈
りから学校が作られたという創立の
歴史は、世界中を見渡しても、そう
はあるまい。
　1948 年以来、生徒たちは、自分た
ちの学校を設立するために、「すく
ど」（焚きつけ用の枯葉）を拾い集
めてそれを街中で売り、募金活動を
続けていた。1950 年、この生徒た
ちの熱い思いに周りの大人たちも応
え、河内長野教会の信徒全員の心に

「キリスト教を土台にした学校を作
ろう」という夢が芽生えた。そして
そのとき、植田真一と中山昇という
二人の人物が神様からの特段の召命
を受け、清教学園の創立のために自
分自身の人生を捧げるという道を選
んだ。

　植田真一（1896 ～ 1989）は、米
国カンバーランド長老教会の宣教師
として来日し河内長野教会の創立者
ともなったA.D.ヘール牧師が同教
会で洗礼を授けた最後の信徒であ
り、公立学校の校長をしていた。神
様は、清教学園の設立を実現するた
め、学校での職務経験のある植田を
召したのであった。設立運動に加
わった植田は、公立学校の退職金の
大半を献金するとともに、1950 年
1 月、学園の掲げるヴィジョンを具
体化するために設立趣旨書を起草し
た。この趣旨書により、「神を愛し、
人を愛し、而も、真理を追求して知
性を高める、真の基督精神の道場た
る、生きたる学校を作る」という明
確な目標が皆の中に定まった。
　その後も多くの人々が献身を重
ね、趣意書の起草からわずか 1 年
3 ヶ月後の 1951 年 4 月、神様は奇
跡を起こされ、清教学園中学校の創
立が成った。そして植田は初代校長
となった。わずか全校生徒 49 名の
小さな学校ではあったが、清教学園
は神様の臨在を覚えることのできる
喜びの場所であった。
　南大阪の田舎に位置する学園は、
世の中が高度経済成長の時代になっ
ても、経営が順調に進むのに十分な
ほどの生徒数を集めることは叶わ
ず、校長の植田にとって学園運営は
苦難の連続であった。しかし、植田
は校舎建築の現場で自らも作業を行
うなど身をもって範を示しつつ、主
の言葉に忠実に仕え続けた。そして
1968 年に再び神様が奇跡を起こさ
れ、清教学園には高等学校を設立す
る機会が与えられた。
　その後、1980 年代に入ると、清教
学園は全生徒数が 1,000 人を超える
学校に成長し、植田は神様の御業に
感謝しながら、現役校長のまま 93
歳で天に召された。生徒たちと共に
過ごすことを好み、気概を持って語

りかけ続けた植田の教育姿勢は、生
徒たちの魂に情熱の大切さを感じ取
らせた。「生徒が看板である」とい
う清教学園の伝統は、いまや地域の
誰もが知るところであるが、これこ
そが植田における信仰の遺産である
と言える。
　もう一人の創立者である中山昇

（1925 ～）は、清教学園の設立運動
を興した生徒たちを日曜学校で教え
る教師であった。戦争による荒廃の
中、本当の意味での人づくりが必要
だと心の底から思っていた中山に
とって、「日曜学校の生徒たちの熱
い願いは神様が自分自身に与えてく
ださった道を示すものである」とい
うことを信じるのに時間は必要な
かった。また中山の固い意志を知っ
た両親は、1950 年 1 月、息子に相続
する予定だった家を教会に捧げると
決意し、清教学園の設立運動が大き
く前進する一助をなした。
　清教学園中学校の創立が成った後
は、教育者としての先達である植田
のもと、中山は 40 年近くにわたり
教頭として清教学園の教育内容の充
実化に身を捧げた。創立理念を体現
する中山の授業や礼拝説教は、神様
の栄光をあらわす生き方について生
徒たちと共に考えるという真摯な内
容のものであった。とくに卒業前の
中 3 生たちと共に 1 か月以上の長
い時間をかけて内村鑑三著『後世へ

の最大遺物』を精読し討論する授業
は、信仰を持って生きることの大切
さを知る契機を生徒たちにもたらす
と同時に、主体的にじっくり物事を
考え、自分に与えられた賜物を生か
せるような人材へと生徒たちを育成
していった。中山の教えを受けて
育った生徒たちの多くは、「その賜
物を生かし、互いに仕え合いなさい」

（ペトロ一 4・10）という聖書の言
葉を胸に深く刻み、その後も広く社
会で活躍・奉仕していった。
　植田が天に召された後、中山は理
事長・校長として清教学園を率い、
神様の御心を謙虚に尋ねながら、生
徒たち一人ひとりの賜物を生かす教
育をさらに推し進めた。中山による
学校運営の成果が実った 2000 年代、
清教学園は全校生徒が約 2,000 人の
学校にまで発展し、地域で最も信頼
される学校の一つになった。今も中
山は「神様は『創る』ことを喜び
とされた。創立以来、数々の苦労を
耐え忍んだが、『学校を作る』とい
うことに皆と共に身を捧げることに
よって、私たちは神様から喜びをい
ただくことができた」としばしば口
にする。
　皆と共に祈り作り上げてきた清教
学園が主の恵みにあずかり存続して
いること、これこそが中山における
信仰の証しであると言える。

（Kyodan Newsletterより）

上、生徒と談笑する植田真一
下、『後世への最大遺物』の授業を
行う中山昇

清教学園の創立－祈りから生まれた学校

植野　公稔
（学校法人清教学園　法人事務局長）
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